
 

 

 

 

 

 

 

高額介護サービス費の算定誤りについて 

 

 

高額介護サービス費の算定に誤りがあり過少支給が発生していることが判明いた

しました。 

関係各位にお詫び申し上げますとともに、今後について、下記のとおり対応したい

と考えておりますのでご報告いたします。 

 

 

１ 概要 

公費負担医療（難病医療費助成等）の対象となっている介護保険サービス（訪問

看護等）を利用した場合、介護保険利用料から公費負担医療による支給額を控除し

ます。公費負担医療の支給額は所得階層区分によって定められているにもかかわら

ず、一律に自己負担が無いものとしてシステム上計算していることが、国からの通

知（令和３年１２月２３日付厚生労働省通知）により判明したものです。 

このため、高額介護サービス費の過少支給が生じたものです。 

 

 

 

（例）利用者負担上限額：４４，４００円、利用者負担割合：１割

なし 訪問介護 ３００，０００円 ２７０，０００円 ０円 ３０，０００円 （A)

なし 通所介護 ２００，０００円 １８０，０００円 ０円 ２０，０００円 （B)

あり※ 訪問看護 １００，０００円 ９０，０００円 ７，５００円 　２，５００円 （C)

　　　　※難病医療費助成や精神通院医療費助成等の公費医療

〔算出方法〕

各介護保険サービスの利用者負担額の合計額　―　利用者負担上限額

　　　＝ 高額介護サービス費の支給額

【誤った算定】

３０，０００円（A)　＋　２０，０００円（B)　―　４４，４００円　＝　５，６００円

【正しい算定】

３０，０００円（A)　＋　２０，０００円（B)　＋　２，５００円（C)　―　４４，４００円　＝　８，１００円

←　　９割　　→ ←　　　　　　　１割　　　　　　　→

公費負担の
有無

費用総額 保険給付額 公費負担額 利用者負担額
介護保険
サービス
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２ 返還対象 

 

（１）対象期間 令和元年１２月～令和４年２月サービス利用分 

（２）対象人数 ２９人 

（３）対象金額合計 ３０９，９１３円 

 

 

３ 今後の対応について 

 

 （１）追加で高額介護サービス費の支給がある方には、お知らせとお詫びの文書を

送付し、支給手続きを進めます。 

 

 （２）現在発生している介護保険システムを早急に修正し、正しい高額介護サービ

ス費の算定が行えるようにします。 

 

 


